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背景 

 2013年度滋賀県委託研究「がん患者就労実態調
査研究」において、がん患者の就労支援に必要な
情報を主治医の負担なく伝達できるシステムが必
要であることが指摘された。それを受けて「会社
と主治医間の情報連絡シート」（以下連絡シー
ト）を開発した。 

 この連絡シートは復職予定業務等について会社
が記入したものを、本人が主治医に提出し、主治
医が必要な配慮についての意見にチェックを入れ
る方式で、産業医がいないような中小企業でも簡
便に使用できることを目標としている。 

 



会社と主治医間の情報連絡シート 



方法 

 滋賀産業保健推進センター、滋賀産業保健推進
連絡事務所、滋賀産業保健総合支援センターを利
用したことがある事業所1484社（従業員数50人
以上1072社、50人未満413社）に連絡シートと
アンケートを郵送し、339社から回答を得た（回
答率22.8％） 

 アンケートでシートの使用経験があると回答し
た事業所（１箇所）を訪問し、使用感等について
ヒアリングを行った。   回答数   

50人未満 122 36.0% 
50～99人 77 22.7% 
100～299人 90 26.5% 
300人以上 49 14.5% 
未回答 1 0.3% 
合計 339 100.0% 



現在または過去にがんに罹患した社員がいたかどうか 
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がん経験者やがん治療中の従業員が復職したり、就職したり 
する際に配慮していることはありますか？ 

  回答数 （n=173） 

治療のために休むこと 145 83.8% 

体調不良時に休むこと 121 69.9% 

残業制限・短時間勤務など労働時間の配慮 95 54.9% 

業務内容（配置転換等） 81 46.8% 

本人が相談できる体制 65 37.6% 

体調などの健康管理 63 36.4% 

病名などの個人情報の管理 54 31.2% 

産業医の指示 45 26.0% 

雇用形態の変更 33 19.1% 

主治医との連携 25 14.5% 

メンタルヘルス支援 19 11.0% 

その他 13 7.5% 

特に配慮していない 7 4.0% 



その他（自由記載） 

• がん宣告の翌日に退職願が提出され受理いたしました。 
• 家族との連携 
• 現在治療の方は65歳以上の継続雇用の為、業務上の支障は少ない。「正社
員」（18～64歳までの方が「がん」等になり治療および復職されたことはま
だない。ただ、今後は発生する可能性が大きいので社内の体制を整えたい 

• 特例ですが、本人が会社（人事）への診断書の提出もされておらず相談してな
い為、会社としての配慮はなく健康管理室と本人、または上司との限られた中
での配慮となっています。主に職場上司が、海外出張等の配慮を会社に伝えず
単独でされている状況です。 

• 都度、声掛けやメールにての励まし程度です。 
• 設備等は何が必要なのか？本人を交えての話し合い 
• 基本的には本人からの申告を受け付け対応するようにしている。 
• 産業医と面談の上、ケースバイケースで対応しています。 
• 役職が会社役員であった為自由にされていた。 
• 定年退職後、発覚の為 
• 健康診断でがんと分かり、すぐ入院してそのまま亡くなった為、今後検討。 
• 復職時に産業医面談を実施。又、月１回の復職後フォローとして産業医面談を
実施。 

• メンタルヘルスとしては、現在の治療状況の報告や愚痴、不満等を本人が来た
時に面談している。こちらからの呼び出しは行っていない。 

 



がん経験者やがん治療中の従業員が働くことで、職場に生じる困難がありますか？ 

  回答数 (n=172) 

どのような仕事が病気に悪影響があるか分からないこと 59 34.3% 

特に困難なことはない 56 32.6% 

体調不良で休むことがあり、仕事の見通しがたてにくいこと 50 29.1% 

どのような仕事に支障があるかわからないこと 49 28.5% 

治療のために休むことがあり、仕事の見通しがたてにくいこと 48 27.9% 

本人が何に困っているのかわからないこと 30 17.4% 

病名を表に出せないため、職場の同僚などに協力を頼みにくい
こと 

26 15.1% 

主治医との連携がとりにくいこと 14 8.1% 

産業医や看護師保健師が職場にいないので対応方法がわからな
いこと 

7 4.1% 

その他 7 4.1% 



連絡シートについて 

  回答数   
ある 10 2.9% 
ない 320 94.4% 
わからない 9 2.7% 

  回答数   
ある 1 10.0% 
ない 9 90.0% 
わからない 0 100.0% 

シートを見たことがあるか n=339 

シートを使ったことがあるか n=10 

ヒアリング 



シートの分かりやすさ 

回答数   
良くわかる 51 15.0% 
大体わかる 240 70.8% 
どちらでもない 18 5.3% 
余りわからない 16 4.7% 
わからない 5 1.5% 
無回答 9 2.7% 

  回答数 
勤務時間帯・通勤手段 2 5.1% 
残業 6 15.4% 
復職予定業務 23 59.0% 
会社向けの解説 17 43.6% 

シートの分かり易さ n=339 
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シートを今後活用したいと思うか 

回答数   
思う 151 44.5% 
どちらでもない 134 39.5% 
思わない 35 10.3% 

回答数   
シートわかりにくい
から 

15 8.9% 

本人が同意をしない
ように思うから 

25 14.8% 

主治医が書いてくれ
そうにないから 

16 9.5% 

書いてもらっても配
慮ができるかどうか
わからないから 

36 21.3% 

その他 69 40.8% 

（自由記載） 回答数 
本人とのコミュニケーションで十分 15 
すでに会社独自のものがある 11 
産業医が対応している 7 
今まで経験がないのでわからない 6 
利用価値が不明 6 
普通の診断書で問題ない 4 
費用負担が不明確 4 
うまく対応しているので必要ない 2 
主治医がいない 2 
従事できる業務がきまっている 2 
体制が不備 2 
本人が希望するかわからない 3 
その他（がんになったら治療に専念すべき、
使うことが本人のためになるかどうかわか
らない） 

2 

シートを今後活用したいと思うか n=339 

活用したくない理由 n=169 



改善すべき項目（自由記載） 

勤務時間帯・通勤手段について 
徒歩・自転車・バイク等の欄がない 15 
交代勤務・不規則勤務の場合書きにくい 13 
家族に送ってもらうのはどうか 5 
休憩時間・休日出勤 5 
勤務時間に要配慮とされると仕事がない 2 
主治医の意見がほしい 2 
その他（苦情、乗り換え回数も必要） 2 

残業について 
残業時間は季節で変動するので「平均」がわ
かりにくい 

12 

休日出勤や交代勤務の可否 5 
何時間までなら可なのか書いてほしい 3 
その他（残業は分単位がいい、残業の内容を
記入した方がいい、診断書に詳しく書いても
らうので、この欄は不要） 

3 

「復職予定業務」について 
当てはまらない業務が多いので自由記載欄が
ほしい 

18 

主治医にどこまでできるか具体的に書いてほ
しい 

3 

各作業がどのレベルなのかがわからない 3 
複数の作業を掛け持ちしているので、複数回
答にして割合を書くようにしてほしい 

3 

デスクワークも入れてほしい 2 
その他（病気になる前の職種も必要、対応す
るのが難しい） 

2 

「会社向け ※２の解説〈配慮対策シート〉」に
ついて 
配慮内容が具体的でなく、分かりにくい 12 
項目に対する提案（通院の予定、転居を伴う
異動、高度・専門的判断を要する作業につい
て、判断の責任に対する配慮、特記すべき負
担のない業務について詳しく、会社が配慮で
きるかどうかのチェック欄） 

4 

主治医にどこまでできるか具体的に書いて欲
しい（連続作業時間等） 

2 

その他（産業医がいるので必要ない、本人と
話すので必要ない） 

2 



ヒアリング 

運輸業（外資系） 

社員数：約4000名 

 

【導入までの経緯】 

 以前、社員が前腕を縫うような怪我の労災を起
こしたが、本人が働けるというので、次の日から
働かせていたら、傷口が膿んでしまい、結局休職
期間が長くなってしまった。本人が、主治医の言
うことを正確に理解していなかったことが大きな
原因と考え、本社の産業医に相談したところ、こ
の連絡シートを紹介された。 

 



導入方法 

 この連絡シートは病気休業用であるが、当社では労災か
らの復職に使用することとした。また、内容は自社に合わ
ないところもあったため、自社の仕事にカスタマイズして
作成した。 

 文書作成料は、会社の指示で書いてもらうため、会社が
負担している。 

 導入にあたっては、全事業所に対して、使用方法につい
ての説明会を行い、使用マニュアルも配布した。 

 労災は本社安全衛生部門で一括管理しているので、労災
の内容によって、本社より連絡シートを使用するように指
示する事もあるし、各事業所の判断で使用することもあ
る。 

 また、この連絡シートを使用するのは、判断が難しい事
例に限っている。 



使用してみての感想 

 被災者本人は、主治医の指示を正確に聞き取ってい
るとは限らないし、それを正確に会社に伝えられると
も限らない。このようなあいまいな情報に頼って復職
の判断をすると、妥当性が不安定になる。このシート
を使うようになって、主治医の客観的な情報を直接知
ることができ、社内の調整もやりやすくなった。 

このような連絡シートは、会社の状況にカスタマイズ
しないと意味がないと思う。当社では、日中の運転と
夜間の運転では、同じ運転業務でも作業負荷やリスク
が大きく違うので、そこを分けてカスタマイズした。 

 私傷病への使用については、SASが疑われる事例で
主治医に記入をお願いしたら、拒否されたことがあ
る。 

 



考察 

連絡シートの認知度は非常に低く、普及は大きな
課題であることがわかった。 

内容については、実際に使用する立場で多くの示
唆に富んだご意見をいただいた。 

今後、これらの問題点を改善し、より使いやすく
改善していきたい。 


